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概要

プローブ未接液状態での校正

その他の校正方法については、 14 ページ以降を参照し て く ださい。
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●取扱説明書に対する注意

1) 取扱説明書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 取扱説明書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって下さい。

3) 取扱説明書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する も

のではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 取扱説明書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載も

れなどお気付きのこ と があ り ま し た ら当社営業所・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡

下さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 取

扱説明書の安全に関する指示事項に従って下さい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された

場合は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため取扱説明書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、 供給電源電圧に合っているか必ず確認し た上で本機器の電源をいれて下さい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用下さい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って下さい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全 / 洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て下さい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と 安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
承認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に洗浄されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送り下さい。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全 / 洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を

お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全に関する注記

1.1 安全に関する特別注意事項

使用目的 ニボテス タ FTC 470 Z / 471 Z は、 静電容量式レベル リ ミ ッ ト ス イ ッ チです。 プローブは、 危険
区域での使用も含め、 液体および固形分のレベル検知に使われます。
定格値は、 技術データ、 証明書をご確認 く ださい。

設置、 試験、 操作 装置は、 現行の安全基準、 EU 規格に従って安全に動作する よ う 設計されています。 ただし、
設置を誤った り 、 本来の目的でない用途に使用し た り する と、 誤った使用方法、 設置等によ り
オーバーフ ロー等の危険が生じ る可能性があ り ます。
そのため本装置はこのマニュアルに記載の説明に従って正しい設置、 接続、 操作、 保守を行 う 必
要があ り ます。 本マニュアルを よ く 読んで理解し、 記述している指示に従っていただ く 必要があ
り ます。 なお、 この装置の改造や修理は、 本マニュアルで認めている場合に限 り 許されます。

危険区域 プローブが、 危険区域に設置されている場合は、 証明書の記載事項を確認し、 国や地域の法令
を遵守し まければな り ません。

• 作業従事者は必ず全員が有資格者であ る こ と。
• 全ての設置手順および記載されている定格は、 必ず遵守し なければな ら ない。
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1.2 安全に関する表記規則と記号の補足

本マニュ アルでは、 海外製品取扱説明書翻訳に基づき、 安全確保の手順も し く は代替操作手順
を強調するために以下の表記規則が使用されてお り 、 それぞれの余白に該当する ア イ コ ンが表
示されています。

安全に関する表記規則

爆発防止

電気系統

記号 意味

! 注意 !
注意は、 適切に行わなければ操作への間接的悪影響、 あ るいは計器の予測を超えた応答につ

ながる操作または手順を強調し ます。

" 警告 !
警告は、 適切に行わなければ人体の損傷、 あ るいは装置本体の誤動作を招 く 操作または手順

を強調し ます。

# 危険 !
危険は、 適切に行わなければ人体の損傷、 安全を損な う 事故、 あ るいは計器の破壊を招 く 操

作または手順を強調し ます。

0 防爆認定装置
装置の型式表示板にこ の記号があ る場合は、 爆発危険区域で使用する こ と ができ ます。

-
爆発の危険のある区域
図面中で爆発危険区域の表示に用いる記号。 

-「爆発危険区域」と表示された区域内に設置される装置および配線は、適切な防爆認定を

受けていなければなりません。

.
安全区域（爆発の危険がない区域）
図面中で爆発の危険がない区域の表示に用いる記号 （必要な場合にのみ使用）。 

- 安全区域に設置される装置であっても、それから出る配線が爆発危険区域に入るものであ

れば防爆認定を受けていなければならない。

% 直流電圧
直流電圧がかかっている、 あ るいは直流電流が流れている端子。

& 交流電圧
交流 （正弦波） 電圧がかかっている、 あ るいは交流電流が流れている端子。

) 接地（アース）端子
操作員のために既に一定の接地システムを面し て接地 （アース） された端子。

* 保護用接地（アース）端子
他の接続が行われる以前に接地されていなければな ら ない端子。

+ 等電位接続（アース結合）
設備の接地システム と接続する必要な端子 ： これはそれぞれの国や会社のや り 方によ って、

た と えば等電位ケーブルあ るいはス ター状の接地システムなどがあ り ます。 
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2 用途

ニボテス タ FTC 470 Z / 471 Z は、 レベル リ ミ ッ ト ス イ ッチ と し て液体および固体のレベル限界
値を検知する と きに静電容量プローブに接続し て使用し ます。 動作範囲には、 爆発危険場所
ゾーン 0 と粉塵爆発危険場所ゾーン 10 があ り ます。
測定システムは、 可燃性の液体 （独 VbF 規制） および液体を汚染する不燃性の水 （独 WHG 規
制） に対する あふれ防止装置と し て認定されています。

ニボテス タ FTC 470 Z ： 素早 く 切 り 換え る必要があ る用途に適し ています。
ニボテス タ FTC 471 Z ： 切換遅延調整機能付きで、 限界値に到達し た瞬間に、 素早 く 切 り 換え る
必要がない用途に適し ています。

2.1 測定システム

測定システムの構成部品 ：
• ニボテス タ FTC 470 Z または FTC 471 Z レベル リ ミ ッ ト ス イ ッ チ
• センサ ：

-静電容量プローブ、 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト （ ト ラ ン ス ミ ッ タ） EC 17 Z 付き
-静電容量プローブ、 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト （ ト ラ ン ス ミ ッ タ） EC 16 Z 付き、 強固な

付着物を生成する媒体内で使用する場合

プローブ温度が高い と きは、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト を分離箱 （HTC 17 Z、 HTC 16 Z） の
中に取 り 付ける こ と ができ ます。

図 1

A 静電容量プローブ、 EC... Z 

エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト

付き

B ニボテス タ FTC 470 Z または 

FTC 471 Z

C 電源 24 V

D 外部制御装置または信号装置

FTC 470 Z

A B C

D

24 V

B
A

01
4Y

01
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2.2 動作原理

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  EC 16 Z または EC 17 Z を使用し て静電容量の限界値を検知する際
の動作原理については、 適切な技術仕様書を参照し て く ださい。

ニボテス タ FTC 470 Z / 471 Z の本質安全入力装置は、DC/DC 変換器によ ってその他の回路から
電気的に絶縁されています。
ニボテス タ FTC 470 Z / 471 Z は、 2 線式ケーブルを介し て直流信号を EC 16 Z または EC 17 Z 
ト ラ ン ス ミ ッ タ （エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト ） に送信し た後に、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー
ト から レベルに反比例する周波数信号を受信し ます。 
約 12 mA のパルス電流、 約 200 μs のパルス巾は、 ト ラ ン ス ミ ッ タによ って重畳されます。 ニボ
テス タ FTC 470 Z / 471 Z は周波数を評価し、 規定し た限界値に達し た と きにレベルア ラーム リ
レーを動作させます。 リ レーの切換モード と センサの状態は、 フ ロ ン ト パネルの LED ラ ンプに
よ って表示されます。
入力信号および安全モード に関連する リ レーの作動原理および LED ラ ンプの機能については、
20 ページの図 12 を参照し て く ださい。 

フ ェールセーフモード を選択する こ と によ って、 レベルア ラーム リ レーは必ず零入力電流で動
作し ます。

• 下限フ ェールセーフモード 
リ レーは、 レベルが切換位置よ り 下に低下し た （赤 LED ラ ンプが点灯し た） と きに停止し、
フ ォル ト ア ラームが表示されるか、 あ るいは電源が切断されます。

• 上限フ ェールセーフモード
リ レーは、 レベルが切換位置よ り 上に上昇し た （赤 LED ラ ンプが点灯し た） と きに停止し、
フ ォル ト ア ラームが表示されるか、 あ るいは電源が切断されます。

ニボテス タ FTC 470 Z / 471 Z には、 安全運転を強化する ための機能監視システムがあ り ます。
故障ア ラーム リ レーおよびレベルア ラーム リ レーは、 回路が短絡し た り 、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ
ンサー ト に接続されている ケーブルが断線し た り 、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の重要部品や
ニボテス タ入力装置が故障し た り し た場合に停止し て、 赤 LED ラ ンプが点灯し ます。

「 ト ラ ンジス タ出力」 オプシ ョ ンに関する注意 ：
「 リ レー停止」 切換モード の場合、 ト ラ ンジス タは遮断されます。

また、 ニボテス タ FTC 471 Z には切換遅延調整機能 （0 ～ 30 秒） があ る ため、 センサが接液ま
たは未接液時に、 遅延後 リ レーを切 り 換え るかど う かを選択する こ と ができ ます。 又、 切換遅
延は 0.5 秒です。
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図 2
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3 取付

3.1 計画

取付タイプおよび
作業条件

ニボテス タ FTC 470 Z / 471 Z のラ ッ ク シス ト プラ グ イ ンカード は、 危険場所以外のモ ノ ラ ッ ク
または組立て ラ ッ ク に取 り 付ける必要があ り ます。
保護等級 IP 55 準拠の保護ハウジングは、 モ ノ ラ ッ ク保護ハウジングまたはラ ッ ク シス ト フ ィ ー
ル ド ハウ ジングなどのオープンハウ ジングに取 り 付ける際に使用する こ と ができ ます。

使用温度範囲は、 取付タ イプによ って変化する こ と に注意し て く ださい。
接点に腐食またはプ リ ン ト 基板に結露が発生する原因になる可能性があ るため、 極端な使用温
度および過度の湿気は避けて く ださい。

危険場所でのプローブの
使用方法

プローブを危険場所で使用する と きに、 ニボテス タ を弊社が供給し た ラ ッ ク に取 り 付けない場
合は、 ニボテス タ FTC 470 Z / 471 Z 用の適切なマルチポイ ン ト メ ス コネ ク タ を注文し て く ださ
い。 このス ト リ ッ プには接続部が部分的に装備されているだけで、 必要な ク リ ープ経路および
空気経路に準拠し た本質安全信号ケーブル用の分離箱があ り ます。 
また、 コーデ ィ ングピン も供給されます。 弊社が供給し た部品を全 く 使用し ない場合は、 すべ
ての地方条例を守って、 ニボテス タ FTC 470 Z / 471 Z の取付および配線接続作業を行って く だ
さい。 図 3 も ご参照 く ださい。

3.2 取付

コーディングピン 組立て ラ ッ ク またはモ ノ ラ ッ ク にあ る メ ス接続ス ト リ ッ プの適切な接続ポイ ン ト にコーデ ィ ン
グピンを差し込みます。 リ レーと ト ラ ンジス タ （オープン コ レ ク タ） では出力方法が変わ り ま
す。 ニボテス タ FTC 470 Z / FTC 471 Z を確実に接続する こ と ができ るのは、 このコーデ ィ ング
ピンだけです。 これは、 機器の損傷およびシステムの誤動作を防止するためです。
組立て ラ ッ ク、 フ ィ ール ド ハウ ジング、 またはモ ノ ラ ッ ク を確実に配線し終わってから、 ニボ
テス タ を該当する ス ロ ッ ト に軽 く 押し込みます。

図 3

ニボテス タ FTC 470 Z / 471 Z 
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4 配線

ニボテス タの配線作業を行 う こ と ができ るのは、 適切な資格を有する人員だけです。

接続 ニボテス タ FTC 470 Z / 471 Z には、 配線用に色分け された穴の付いたス ト リ ッ プ （DIN 41 612、
フ ォーマ ッ ト  F 準拠） が装備されています。 組立て ラ ッ ク の メ ス コネ ク タの接続および配線に
ついては、 図 4 を参照し て く ださい。

電源の接続 DC24 V の電源に接続し ます。 機器にフ ァ イ ンブロー ヒ ューズが組み込まれているため、 特別な
ヒ ューズは不要です。 ヒ ューズ F2 および F3 は極性が逆転する と切れます。 基準値 0 （ ） は、
供給電圧の負極 （L-） に接続されます。

プローブをエレクトロニッ
クインサートに接続する

ニ芯シール ド ケーブル （最大抵抗値 25 Ω） を使用し ます。

注意！
強力な干渉源があ る場合の一般的な据付方法については、 技術仕様書 TI 241F を参照し て く だ
さい。

シール ド ケーブルを両端で接地する こ と ができ ない場合は、 プローブハウ ジング側で接地し て
く ださい （容器電位）。

プローブを爆発危険場所に設置する場合 ：
本質的に安全に配線するためには、 該当するすべての防爆規制を守って作業し て く ださい。

EC 17 Z エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト の適切なブ リ ッ ジを選択し ます。
- 標準用途 ： ブ リ ッ ジ 4 ～ 5
- センサに導電性の付着物が発生する と予想される場合 ： ブ リ ッ ジ 3 ～ 4

接続後、 プローブカバーを確実に締め付けてから、 ケーブル入口を厳重に密閉し ます。

信号装置および制御装置
の接続

機器の動作は入力信号や安全モード （図 11）、 出力装置 （ リ レー接点や ト ラ ンジス タ） の最大負
荷によ って異な る こ と に注意し て く ださい。
故障および停電の場合、 2 個の リ レー （レベルア ラーム用および故障ア ラーム用） は遮断されま
す。

「 ト ラ ンジス タ出力」 オプシ ョ ンに関する注意 ：
「 リ レー停止」 モード の場合、 ト ラ ンジス タは遮断されます。
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図 4

ニボテス タ FTC 470 Z / 471 Z の

配線図 （オスマルチポイ ン ト の

接点ブレー ド、 またはラ ッ ク側

メ ス コネク タの接続側を示す）
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5 調整

以下の調整作業を行ってから、 カード を ラ ッ ク に差し込んで く ださい。

青のフ ッ ク ス イ ッ チは、 フ ロ ン ト パネル上部付近にあ るプ リ ン ト 基板上に取 り 付け られていま
す。 図 5 をご参照 く ださ い。

安全モードの選択 下限 / 上限安全モード の機能は、 「作動原理」 の章に記載されています。 図 11 をご参照 く ださい。

ス イ ッ チ開 ： 下限フ ェールセーフモード
ス イ ッ チ閉 ： 上限フ ェールセーフモード

ニボテス タ FTC 470 Z / FTC 471 Z をあふれ防止のために使用する場合は、 ス イ ッ チを閉じ て く
ださい。

レンジの選択 一体型エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト 付きの短いセンサを容器内に横向きに取 り 付けた場合、 初
期静電容量 （センサ未接液時） が 170 pF 未満の と きはレ ンジ 1 を選択し て く ださい。
レンジ II を選択する と きは、 長い縦取付けセンサ （グ ラ ン ド チューブ付き） またはグ ラ ン ド
チューブ付きの横取付けセンサが保護ハウ ジング内で HTC...E エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト に
接続された、 初期静電容量が 170 pF を越え る同軸ケーブルに接続されている と きだけです。

FTC 471 Z の切替遅延の
選択

安全モード に関係な く 、 センサが接液または未接液時に、 リ レーが少し遅れて切 り 換わるかど
う かを確認する必要があ り ます。 逆に言えば、 リ レーはほ と んど遅れる こ と な く 切 り 換わ り ま
す。 
"S" に切 り 換え る ： センサが接液時に遅延
"T" に切 り 換え る ： センサが未接液時に遅延

FTC 471 Z の切換遅延の
設定

レベルア ラームの切換遅延機能は、 フ ロ ン ト パネルのアジャ ス タ ∆ t を使用し て、 2 秒単位で最
大 30 秒間の範囲で設定する こ と ができ ます。
この切換遅延が機能監視切替時間に影響を及ぼすこ と はあ り ません。

図 6
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6 校正

校正は、 プローブが接液または未接液の と きでも実行する こ と が可能です。
すべての校正ス イ ッ チは、 フ ロ ン ト パネルに取 り 付け られています。 し たがって、 校正ス イ ッ
チはフ ロ ン ト パネルにて調整し ます。 図 6 を参照し て く ださい。
選択済みの安全モードおよび切換遅延が校正作業に影響を与え る こ と はあ り ません。

準備 ニボテス タ FTC 470 Z / FTC 471 Z を ラ ッ ク に差し込み、 電源を投入し ます。

校正作業中は、 ニボテス タのフ ロ ン ト パネル下部にある緑の LED ラ ンプだけを注意し て観察し
て く ださい。

粗調整アジャ ス タおよび微調整アジャ ス タ を両方 と も 0 位置まで回し ます。
緑の LED ラ ンプは点灯し ません。

容器内のレベルを点検し て く ださい。

調整タイプ 4 種類の校正方法を実行する こ と ができ ます。
A センサが未接液状態での校正

（校正のために容器を充填でき ない場合）
B センサが接液状態での校正

（校正のために容器を空にでき ない場合）
C プローブが縦取 り 付け されて、 切換位置を変化させる こ と ができ る場合の校正

（校正のために切換位置まで正確に容器を充填でき る場合）
D プローブが未接液または接液状態で、 確実に安全に切 り 換え る こ と ができ る場合の校正

（校正のために簡単に容器を充填し た り 、 空にし た り でき る場合。 この場合、 切換位置近 く
までレベルを十分に変化させる こ と ができ ます）

図 7
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A プローブ未接液状態
での校正

1. 粗調整校正用アジャ ス タ を時計方向にゆっ く り と一回に一目盛だけ回し ます。 緑 LED ラ ン
プが点灯し た ら、 アジャ ス タ を元に戻し ます （LED ラ ンプ消灯）。 緑 LED ラ ンプが目盛 15 
でも点灯し ない場合は、 ニボテス タ を取 り 外し てから、 レ ンジ II を選択し た後に、 粗調整校
正用アジャ ス タ を使用し て繰 り 返し校正作業を行います。 

2. 微調整校正用アジャ ス タ を時計方向にゆっ く り と一回に一目盛だけ回し ます。 緑 LED ラ ン
プが点灯し ます。 

3. さ らに数目盛ほど微調整校正用アジャ ス タ を回し ます。 19 ページの表を参照し て く ださい。
このアジャ ス タが目盛 0 を超えた ら、 粗調整校正用アジ ャ ス タ も時計方向に一目盛だけ回し
ます。

緑 LED ラ ンプが点灯し ます。

図 8

プローブ未接液状態での校正
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B プローブ接液状態での
校正

1. 粗調整校正用アジャ ス タ をゆっ く り と一目盛ご と に時計方向に回し ます。 緑 LED ラ ンプが
点灯し てから、 アジャ ス タ を一目盛だけ戻し ます （LED ラ ンプ消灯）。
緑 LED ラ ンプがレ ンジ I の目盛 15 でも点灯し ない場合は、 ニボテス タ を取 り 外し てから、
レ ンジ II を選択し た後に、 粗調整校正用アジャ ス タ を使用し て校正作業を繰 り 返し行いま
す。 緑 LED ラ ンプがレ ンジ II の目盛 15 でも点灯し ない場合は、 プローブが未接液状態の と
きにのみ校正作業を行って く ださい。

2. 微調整校正用アジャ ス タ をゆっ く り と一目盛ご と に時計方向に回し ます。 緑 LED ラ ンプが
再び点灯し てから、 アジャ ス タ を一目盛だけ戻し ます （LED ラ ンプ消灯）。

3. 微調整校正用アジャ ス タ を数目盛ほど反時計方向に回し ます。
19 ページの表を参照し て く ださい。
このアジャ ス タが目盛 0 を超えた ら、 粗調整校正用アジ ャ ス タ も一目盛だけ反時計方向に回
し ます。

緑 LED は点灯し ません。

図 9

プローブ接液状態での校正
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C プローブ縦取付け状態
での校正

1. 必要な切換位置に達する まで正確に容器を充填し ます。

2. 粗調整校正用アジャ ス タ をゆっ く り と一目盛ご と時計方向に回し ます。 緑 LED ラ ンプが点
灯し てから、 アジ ャ ス タ を一目盛だけ戻し ます （LED ラ ンプ消灯）。 緑 LED ラ ンプが目盛 15 
でも点灯し ない場合は、 ニボテス タ を取 り 外し てから、 レ ンジ II を選択し た後に、 粗調整校
正用アジャ ス タ を使用し て校正作業を繰 り 返し行って く ださい。

3. 微調整校正用アジャ ス タ をゆっ く り と一目盛ご と時計方向に回し ます。 緑 LED ラ ンプが点
灯し た ら、 校正作業を終了し て く ださい。

図 10

プローブ縦取付け状態での校正
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D プローブ未接液および
接液状態での校正

容器のレベルを切換位置の高さ、 つま り 横向けに装着されたセンサの高さ で交換でき る場合は、
この校正方法を実施し て く ださい。 

1. プローブ未接液状態での校正 ： ポイ ン ト  1 および 2 を実行し て、 アジャ ス タ位置を記録し
ます。

2. プローブ接液状態での校正 ： ポイ ン ト  1 および 2 を実行して、 アジャ ス タ位置を記録し ます。

3. アジャ ス タ を両切換位置の中間点まで回し ます。 
微調整校正用アジャ ス タの一回転が粗調整校正用アジャ ス タの一目盛に相当する こ と に注意
し て く ださい （16 微調整目盛 = 1 粗調整目盛）。

図 11

プローブ未接液および接液状態

での校正
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切替位置の変更
（オフセット）

プローブ未接液および接液状態で校正する場合の切換位置の変更
（校正 A または B）

切替機能の点検 プローブ未接液 （A） またはプローブ接液 （B） 状態での校正が終了後に、 ニボテス タが適切な
切換位置で切 り 換わっている こ と をオペレータが確かめたい場合は、 レベルを切換位置よ り 少
し高 く 上げてから、 切換位置以下に下げて く ださい （この逆も同様）。
表中の高い値を切換位置の変更 （オフセ ッ ト ） と し て使用する場合は、 この点検を行って く だ
さい。

用途ご との評価基準 微調整校正用

アジャス タの

回転目盛数
材質 プローブ タ イプ

例 比誘電率 導電率 付着物

発生傾向

絶縁 グラ ン ド チュー

ブ

完全 部分 あ り な し

溶剤

エンジン燃料

< 3 低 低 3 ～ 4

乾式

バルク固体

< 3 低 低 2 ～ 3

湿式

バルク固体

> 3 中 中 6 ～ 8

水溶液 /

アルコール

> 3

高

低 6 ～ 10

強 14 ～ 16

付着物 > 3 高 非常に強 16 ～ 18 

EC 17 Z の場合は

ブ リ ッ ジ 3 ～ 4
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図 12

レベルおよびフ ェ ールセーフ

モー ド に応じ た リ レーおよび 

LED ラ ンプの動作状態

リ レー接点 ：

r ： NC （ノ ーマルク ローズ）

u ： C （コ モン）

a ： NO （ノ ーマルオープン） 
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7 保守

機能監視テスト 機能監視をテス ト するには、 2 mm 径のテス ト プラ グか 2.5 mm2 の監視用ワ イヤ （AWG 12） をテ
ス ト ソ ケ ッ ト に差し込みます。 しばら く する と、 赤 LED ラ ンプが点灯し、 リ レーが停止し ます。

8 廃棄処分

梱包 Endress+Hauser 社が使用するすべての販売および輸送用の梱包様式は、 再利用および リ サイ ク
ルを対象とする ド イ ツ梱包条例に適合し ています。
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9 技術データ

ニボテスタ FTC 470 Z /
FTC 471 Z

構造 ： ラ ッ ク シス ト プラ グ イ ンカード （DIN 41494 パー ト  2 および 
4 準拠）

奥行 ： 160、 高さ ： 100 （欧州標準寸法）

コネ ク タ ： マルチポイ ン ト オス コネ ク タ （DIN 41612 パー ト  3、
タ イプ F 準拠）

フ ロ ン ト パネル ： 黒色プラ スチッ ク （操作フ ィ ール ド、 ハン ド ルおよびタ グエ リ ア
は青）

巾 ： 4 HP （20 mm）

DIN 40050 準拠の保護等級 ： フ ロ ン ト パネル IP 20、 プラ グ イ ンカード IP 00

寸法 ： 図 13 参照

質量 ： 0.18 kg

使用温度範囲 ： 0 ～ +70 ℃

保管温度 ： -20 ～ +85 ℃

電源 ： 24 V

公差 ： ± 4 V

重畳 AC ： ± 4 V （公差内）

電源 DC ： 約 70 mA、 最大 76 mA

内蔵型細線 ヒ ューズ ： 2 x 100 mA 媒体ス ローブロー （逆極性で溶断）

入力 他の回路と電気的に絶縁

防爆等級 ： [EEx ia] IIC

供給電源 ： 10.6 ～ 12.2 V （エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  EC...Z）

動作電流 （基本電流） ： 4 ～ 10 mA

短絡電流 ： 最大 40 mA （連続）

接続ケーブル ： 2 芯 （被覆）

1 芯につき路線抵抗 : 25 Ω 以下

信号伝送方式 ： パルス周波数変調 （PFM） 伝送

パルス電流 ： 約 10 ～ 18 mA （動作電流に重畳）

パルス巾 ： 約 200 μs

伝送周波数 ： 185 ～ 116 Hz （初期容量 20 ～ 350 pF に相当）
（導電体の中でセンサが部分的に絶縁されている場合 ： 35 Hz）

ト ラ ン ス ミ ッ タ ： EC 16 / 17 Z エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト
HTC 16 / 17 Z （保護ハウジング）

出力 リ レー ： レベルア ラームおよび故障ア ラームご と に電位フ リ ー切換接点
付きの リ レーが 1 個ずつ

接点定格 ： U~ ： 250 V、 U ‐ ： 100 V、 I  ： 2.5 A、 
P~ ： 300 VA、 cosϕ > 0.7、 P- ： 100 W

レベルア ラーム用
フ ェールセーフモード ： 下限 / 上限フ ェールセーフモード切換可能
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出力（続き） 切換遅延 ： 約 0.5 秒

切換 ヒ ステ リ シス ： 約 0.8 pF （初期容量 40 pF に対し て） 
約 1.2 pF （初期容量 350 pF に対し て）

動作表示 ： 3 x LED ラ ンプ （フ ロ ン ト パネル）

故障表示 ： LED ラ ンプ （フ ロ ン ト パネル）

ト ラ ンジス タ出力 （オプシ ョ ン） ： リ レーの代わ り に光カプラ分離型オープン コ レ ク タ を使用

ニボテスタ FTC 471 Z 切換遅延調整式レベル リ ミ ッ ト ス イ ッ チ

切換タ イプ ： プローブ未接液または接液時に切換可能

切換遅延時間 ： 0 ～ 30 秒 （2 秒単位で調整可能）

電磁適合性 電磁波放出 （EN 61326、 電気設備等級 A 準拠）
耐干渉性 （EN 61326 準拠）

図 13

ニボテス タ FTC 470 / 471 Z
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製品構造

FTC 470 Z レベルリミットスイッチ

FTC 471 Z 切換遅延調整式レベルリミットスイッチ

認定

A (EEx ia IIC/IIB)、 VbF、 WHG ：
粉塵爆発危険場所ゾーン 10

C CSA、 Ex is、 等級 I、 II、 III、 グループ A ～ G

K * TIIS、 Ex ia IIC T3

Y 特殊タ イプ

構造

0 ラ ッ ク シス ト プラ グ イ ンカー ド、 4 HP

9 特殊タ イプ

電源

E 20 ～ 28 V DC

Y 特殊タ イプ

切換出力

0 1 リ レー、 電圧フ リ ー SPDT

3 1 オープン コ レ ク タ

9 特殊タ イプ

FTC 47x Z- 製品名
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10 補足ド キュ メ ン ト

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  EC 16 Z
技術仕様書 TI 170F/00/en

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  EC 17 Z
技術仕様書 TI 268F/00/en

分離箱 HTC 16 Z 内のエレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト
技術仕様書 TI 171F/00/en

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト 用分離箱 
技術仕様書 TI 228F/00/en

EMC テス ト ド キ ュ メ ン ト
技術仕様書 TI 241F/00/en








